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平成23年6月

栃木県那須烏山市



評価結果のまとめ
都道府県名 栃木県 市町村名 那須烏山市 地域再生計画名 ｢自然と共存の郷｣清流再生計画

計画期間 平成17年度～平成21年度 交付金交付期間 平成17年度～平成21年度

公共下水道事業（中央地区、　金井地区、　南地区、初音地区及び野上地区）

浄化槽設置補助【個人設置型】那須烏山全域（公共下水道、特定環境保全公共下水道、農業集落排水の区域を除く）

５．総合評価と今後の方策

平成21年度

合計

1,353

・地域再生計画の目標で示した汚水処理人口普及率は目標を4%上回ることができたが、那珂川関連人口が目標に達しなかったのは最近の様々な影響を受けたためと思われ
る。

　初年度は計画以上の進捗が得られた。

　浄化槽設置基数は計画基数どおりに設置された。下水道管
渠整備の実績が計画を下回ったが、汚水処理人口普及率の
向上に寄与できた。
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特殊工法等もあり、計画整備延長が下回ったが、効率的
な整備ができた。数値指標1
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１．事業の実施状況

指標

２．地域再生計画に記載し
た数値目標の達成状況

当初計画どおり実施した事業

指標１ 汚水処理人口普及率を28.8％から40.7％に向上

従前値 効果発現要因

総合所見

平成17年度 △
多様なレジャーへの移行また、昨今の経済状況の悪化等
の影響もあり目標数値を下回る結果となった。
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効果発現要因

△

実績値

44.7（%） 平成21年度 ○
汚水処理施設整備交付金の活用により、公共下水道事業
及び浄化槽設置補助事業の効率的な整備ができた。

28,600人 平成21年度

総合所見
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浄化槽設置は計画どおり進められた。
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４．実施過程の評価
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３．その他の数値指標（当
初設定した数値目標以外の
指標）による効果発現状況
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・今後も、引き続き公共下水道事業と浄化槽設置を効率的かつ計画的に推進し、汚水処理人口の普及率の向上を図り、生活環境の改善及び快適な住まい環境の創出を目指
す。

浄化槽設置基数
その他の
数値指標3

基

汚水処理人口は、計画値を上回り、成果が得られた。

40.7

28.8（%） 平成17年度

指標２ 那珂川関連交流人口を19,000人から30,000人まで拡大。19,000人

下水道整備面積は目標を下回ったが、ほぼ効率的に進め
られている。


